
鉾 田 のメロン は 日 本 一！鉾 田 のメロン は 日 本 一！　～６月６日はメロンの日～

生中継・録画中継で
本会議を傍聴できます。

新副議長挨拶･･･････････････････････････････ P2
令和４年第２回定例会の審議結果は？･･････ P2〜4
ここが聞きたい！一般質問
　　　　　　　　9人が質問しました･･････ P5〜10
請願審査結果は？･･･････････････････････････ P11
議会の活動を報告します･････････････････････ P12
令和４年第２回臨時会の審議結果は？････P13〜14
お知らせ･･･････････････････････････････････ P15

物価高騰に対する
　補正予算が
　　可決されたよ！

令和４年第３回定例会の予定･････裏表紙

鉾田市マスコットキャラクター

鉾田市議会　中継 検　索



22

令
和
４
年
第
２
回
定
例
会　

副
議
長
挨
拶　

／　

委
員
会
構
成
変
更
の
お
知
ら
せ　

／　

主
な
日
程

　

副
議
長
就
任
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
、
鉾
田

市
議
会
副
議
長
に
就
任
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
私
に
と
り
ま
し
て
、
重
責
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

今
、
世
界
的
に
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
、
ま
た
、
ロ

６
月
２
日〔
木
〕 

本
会
議

・
開
会

・
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

・
会
期
の
決
定

・
諸
般
の
報
告

・
行
政
報
告
並
び
に
市
長
提
出
議
案
説
明

  (

議
案
第
１
号
か
ら
第
４
号
及
び

   

報
告
第
１
号
か
ら
第
２
号
）

６
月
７
日〔
火
〕 

本
会
議

・
一
般
質
問

６
月
８
日〔
水
〕 

本
会
議

・
一
般
質
問

・
市
長
提
出
議
案
説
明

  （
議
案
第
５
号
及
び
第
６
号
）

６
月
13
日〔
月
〕 

総
務
企
画
常
任
委
員
会

６
月
14
日〔
火
〕 

経
済
建
設
常
任
委
員
会

６
月
15
日〔
水
〕 

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

6
月
17
日〔
金
〕 

本
会
議

・
議
案
第
1
号
か
ら
第
6
号
質
疑
・
討
論
・

   

採
決

・
請
願
第
04-

2
号
、
請
願
第
04-

3
号
及
び

   

議
議
案
第
３
号
委
員
長
報
告
・
質
疑
・
討
論
・

   

採
決

・
副
議
長
辞
職
の
件

・
副
議
長
の
選
挙

・
閉
会

令
和
４
年
第
２
回
定
例
会

主 な 日 程

■
副
議
長
を
新
た
に
選
任
し
ま
し
た

■
議
会
運
営
委
員
会
の
構
成
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

副
議
長

就
任
挨
拶

根ね

嵜さ
き　
眞ま

こ
と

議会運営委員会

委員長
　入江　晃

副委員長
　小沼　勝

委員
　根嵜　眞
　亀山　彰
　髙埜　栄治
　羽成　洋一
　土子　勝也

※太字が変更部分です

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
市
民
生
活
を
は

じ
め
経
済
活
動
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
て
お
り

ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
我
々
議
会
に
求
め
ら
れ
る

こ
と
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
痛
み
き
っ

た
街
の
日
常
を
取
り
戻
し
、
社
会
を
平
ら
か
に

す
る
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
勝
っ
た

証
と
し
て
、
鉾
田
市
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
フ
ル

に
発
揮
し
て
、
力
強
い
経
済
政
策
を
推
し
進
め

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
だ
ま
だ
大
変
な
時
期
は
続
き
ま
す
が
、
皆

様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
本
市
の

発
展
の
た
め
に
岩
間
議
長
を
補
佐
し
、
円
滑
な

議
会
運
営
に
努
め
、
様
々
な
課
題
に
対
し
迅
速

か
つ
的
確
な
政
策
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
力
を

尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
今
後
と
も
、
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支

援
並
び
に
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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令
和
４
年
第
２
回
定
例
会　

概
要　

／　

提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

全会一致で可決した議案等
会議名 議　　　案　　　等

第　
２　
回　
定　
例　
会

第１号 鉾田市税条例の一部改正について
第２号 令和４年度鉾田市一般会計補正予算（第２号）
第３号 令和４年度鉾田市水道事業会計補正予算（第１号）
第４号 鉾田市政治倫理審査会委員の選任について
第５号 令和４年度鉾田市一般会計補正予算（第３号）
第６号 物品購入契約の締結について（小型動力ポンプ付積載車購入事業）

議議案
第３号

【原案】：修正可決　※２　
鉾田市小規模企業振興基本条例の制定について

【修正案（経済建設常任委員会において提出）】：可決
鉾田市小規模企業振興基本条例の制定についての修正案　

　
令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
２
日
か
ら
６
月

17
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
議
案
は
、
市
長
か
ら
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
対
応
分
」
を
含
む
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
追
加
交
付
を
活

用
す
る
事
業
経
費
を
増
額
し
た
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

３
号
）
な
ど
計
６
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
９
人
の
議
員
か
ら
通
告
が
あ
り
、

道
路
や
橋
梁
の
整
備
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
、

中
小
企
業
等
支
援
状
況
な
ど
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
☞
Ｐ
5
～
10
）

　
総
務
企
画
常
任
委
員
会
で
は
請
願
審
査
及
び
「
学
校

跡
地
の
利
活
用
」、「
入
札
制
度
」
に
つ
い
て
の
所
管
事

務
調
査
、
経
済
建
設
常
任
委
員
会
で
は
「
議
議
案
第
３

号　
鉾
田
市
小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
」
の
議
案
審
査
を
行
い
、
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

で
は
請
願
審
査
及
び「
委
託
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
進
捗
」、「
大
洋
小
学
校
通
学
路
の
安
全
対
策
」
に
つ

い
て
な
ど
４
点
の
所
管
事
務
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
（
☞
Ｐ
11
、
12
）

　
今
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案
は
全
て
可
決
と
な

り
、
請
願
第
04−

2
号
は
趣
旨
採
択
さ
れ
、
請
願
第
04−

3
号
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
議
議
案
第
３
号
は
、

付
託
さ
れ
た
委
員
会
で
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
で
全
会
一
致
で
修
正
案
を
可
決
、
修
正
部
分
を

除
く
原
案
に
つ
い
て
は
修
正
可
決
と
な
り
ま
し
た
。
本

会
議
に
お
い
て
も
委
員
長
報
告
の
と
お
り
修
正
案
が
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
、
修
正
部
分
を
除
く
原
案
に
つ
い

て
は
修
正
可
決
と
な
り
ま
し
た
。　

 　

 （
☞
Ｐ
４
、
12
）

概 　 　 要

市長提出議案

概要はこちら

各議員の賛否が分かれた議案等

会
議
名

議員名

議案等

土
子
勝
也

羽
成
洋
一

鬼
澤
治
男

髙
埜
栄
治

井
川
倫
士

亀
山
　

彰

二
重
作 

茂
兵
衛

小
沼
　

勝

根
嵜
　

眞

水
上 

美
智
子

入
江
　

晃

岩
間
勝
栄

井
川
茂
樹

米
川
宗
司

山
口
　

德

田
口
清
一

堀
田
正
衛

高
野
　

衛

討 論
採
決
結
果

※ 議 案 等
　 について

賛 成 反 対

第
２
回
定
例
会

請願第
04-2号

加齢性難聴者の補
聴器購入に対する
助成制度の創設を
求める請願書
（委員会審査結果：
趣旨採択）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

○ ○ ○ ○ ○ ● -
高野
※1

趣旨
採択

請願第
04-3号

土地利用規制法廃
止に関する請願書 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ 高野 土子 不採択

○：議案等に対して賛成 　●：議案等に対して反対 　退：退席 　⽋：⽋席 　除：除斥

※２　修正可決とは、修正動議（修正案）で可決された部分（修正部分）を除く原案の内容について可決するということです。　

※１  請願第０４-２号の討論は、委員長報告に対する賛否を表すものです。今回は、委員会審査結果が「趣旨採択」であったため、「趣
旨採択」では不十分であり「採択」すべきであるとの意見として、原案に賛成、委員長報告に対して反対をしているものです。

　　結果、「趣旨採択」に賛成の議員が16名、「採択」すべきとして「趣旨採択」に反対の議員が１名という結果です。
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　○ 「コロナ禍における原油価格・物価高騰対策分」を含む新型コロナウイルス感染症対応地方創生
　　臨時交付金の追加交付分を活用する主な事業

令
和
４
年
第
２
回
定
例
会　

注
目
議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
①

議案第５号　令和４年度鉾田市一般会計補正予算（第３号）

議議案第３号　鉾田市小規模企業振興基本条例の制定について

原油価格・物価高騰対策を行います

・持続的農業確立推進事業（5,054万円）【新規】
　燃料高騰により影響を受けている事業者に対し、省エネ化を図る機器の導入を支援。
　【対象】市内農林水産業経営者　【内容】事業費の１/３の補助（上限１００万円）
・チャレンジ事業者応援事業（8,099万円）【拡充】
　鉾田市中小企業等チャレンジ事業者応援事業に取り組む事業者に対しての追加支援。また、燃料等
　高騰により影響を受けている事業者に対し、再エネ化設備の導入を支援。
　【対象】市内事業者　【内容】　①事業転換枠　事業費の3/4の補助（上限75万円）　
　　　　　　　　　　　　　　②エネルギー転換枠　事業費の1/2の補助（上限50万円）
・マイクロツーリズム促進事業（1,250万円）【拡充】
　コロナ禍に加え原油価格・物価高騰の影響を受けている、市内で団体バス旅行等を実施し観光
　需要を喚起した地域活性化に取り組む事業者に対する支援。
　 【対象】市内外観光事業者　※市内発着または市内施設を利用する団体（１０名以上）バス旅行
　 【内容】旅行１件あたり上限１０万円（市内宿泊で上限６万円上乗せ）　※参加者人数等で補助金額変更　
※このほかにも様々な対策を行っています。
　　例えば、給食材料費の高騰分を補助し給食費増額の抑止や障害福祉施設や
　高齢者福祉施設等に対して支援給付を行い負担軽減や事業継続を支援。
　　事業の詳細等については、市HPまたは広報ほこた等でご確認ください。

〇本会議（３月25日） 議議案提出、委員会付託
●議議案第３号提案理由
　本案の根拠となる法令は、平成26年に制定された小規模企業振興基本法であり、本市において基本計
画を策定かつ施策を実施することにより小規模企業の事業運営に対する協力や支援を明確にするため条例
を定めるもの。
〇経済建設常任委員会（5月12日）
　商工観光課から条例案を制定する意義や小規模企業の現状の説明を受けた。また、委員より条例案の
修正の必要性について意見があった。
〇経済建設常任委員会（６月14日） 修正案提出、可決へ
　提出議員及び関係機関の意見聴取や現状の確認のため商工会を参考人として、また、商工観光課の出
席を求め、説明を受けた。
ここを確認しました！
小規模企業の現状
☞市内の企業の９割以上を占めている。小規模企業は本市の発展とともに、それぞれの事業活動
　を通じて地域経済を活性化させ、まちづくりの担い手として重要な役割を果たしている。
本条例の必要性
☞「理念条例」。小規模企業の振興に関し、本市の基本的姿勢や方向性を定めるもので、法令との関係性を

明確にするとともに補助金・交付金等制度の活用の点からも本市にとって必要な条例であると認識。
　しかし、条文において予算措置や商工会への加入に努める内容などが含まれていたことなどから委員よ
り、予算措置については努力義務に、商工会への加入については商工会との連携とし、その他軽微な文言
の修正を行った修正案を提出。全会一致で修正案が可決され、原案は修正可決となる。
〇本会議（６月17日）
　経過と結果について委員長報告。委員長報告のとおり全会一致で修正案可決、原案は修正可決となる。

修正可決
●審議の経過　●審議の経過　
3/25
議員から
議案提出

経済建設
常任委員
会へ付託

委員から
修正案提出

（修正案可決）
（原案修正可決）

5/12
委員会で
審査

6/14
委員会で
審査

6/17
本会議で
委員長報告

委員長報告の
とおり修正案
可決、原案は
修正可決

事業一覧はこちら
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議 員 名 質　問　事　項

根嵜　　眞

1
鉾田市の地球温暖化対策につ

いて

2
再生可能エネルギーの取り組

みについて

3 介護予防について

米川　宗司

1 人事と働き方について

2 道路について

3
新型コロナウイルス感染症につ

いて

水上　美智子

1 帯状疱疹ワクチンについて

2 ヤングケアラーについて

3
奨学金返済支援に係る取り組

みについて

高野　　衛

1 物価高騰対策について

2
水田活用直接支払い交付金の

削減問題について

3 防災対策について

4 トイレの洋式化について

5 道路整備について

議 員 名 質　問　事　項

髙埜　栄治

1

鉾田市都市公園条例の規定の

取り扱いと市内類似施設の設

置管理の見直し改善について

2

フレイル対策の重点施策として

求められる栄養指導の在り方

について

3

本市独自の教員の働き方改革

と児童生徒一人ひとりの個性

及び能力伸長のための地域部

活動推進のための体制づくり

について

入江　　晃 1

新型コロナウイルス感染症対応

地方創生臨時交付金の活用に

ついて

土子　勝也

1 中小企業等支援事業について

2
ブランドアップ推進事業につ

いて

3 新型コロナ対策について

羽成　洋一

1 空家対策について

2
農業用プラスチック処理につ

いて

井川　倫士

1
機能性の高い自主防災組織の

運営と消防団の再編について

2
地域連携と広域連携の促進と

市民利便性の向上について

3
本市の橋梁維持に関する考え

方と整備の方針について

検　索鉾田市議会　会議録

鉾田市議会ホームページで

一般質問の会議録を公開しています!

①鉾田市のホームページへアクセス

   「http://www.city.hokota.lg.jp」

②市ガイド内の 「鉾田市議会」 クリック

③会議録をクリック

※今定例会の会議録は9月上旬公開予定です。

また、 各議員の2次元コードを読み込むことで、
一般質問の録画放送を再生できます。

ここが聞きたい!! 一般質問ここが聞きたい!! 一般質問

¦¦お
知らせお知らせ ¦¦

P8

P9

P9

P10

P8

P6

P6

P7

P7

議員が市政全般の現状や方針などを問う
ものです。 ここでは、 一般質問を要約して
掲載します !!

？？？ 一般質問とは？一般質問とは？

令
和
４
年
第
２
回
定
例
会　

こ
こ
が
聞
き
た
い
!!　

一
般
質
問
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一
般
質
問　

根
嵜 

眞 

議
員　

／　

米
川 

宗
司 

議
員

再
質
問

再生可能エネルギー
導入を

涸沼・鹿島灘海岸
地区道路の進捗及び
今後の計画は

国
は
地
域
再
生
エ
ネ

国
は
地
域
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
を
計
画

ル
ギ
ー
導
入
を
計
画

的
、
段
階
的
に
進
め
る
戦
略

的
、
段
階
的
に
進
め
る
戦
略

策
定
支
援
事
業
を
展
開
し
て

策
定
支
援
事
業
を
展
開
し
て

い
る
。
本
市
も
再
生
エ
ネ
ル

い
る
。
本
市
も
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
の
可
能
性
に
つ
い

ギ
ー
導
入
の
可
能
性
に
つ
い

て
、
調
査
研
究
を
し
て
は
ど

て
、
調
査
研
究
を
し
て
は
ど

う
か
。

う
か
。【

環
境
経
済
部
長
】
太

陽
光
、
風
力
、
地
熱
、

中
小
水
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
と

い
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
を

排
出
せ
ず
国
内
で
生
産
で
き

る
重
要
な
低
炭
素
の
国
産
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
、
国
に
お
い
て

合
併
特
例
債
道
路
の

合
併
特
例
債
道
路
の

涸
沼
・
鹿
島
灘
海
岸

涸
沼
・
鹿
島
灘
海
岸

地
区
道
路
は
か
な
り
延
伸
し

地
区
道
路
は
か
な
り
延
伸
し

た
も
の
の
、
現
状
の
進
み
具

た
も
の
の
、
現
状
の
進
み
具

合
で
は
完
成
ま
で
に
程
遠
い

合
で
は
完
成
ま
で
に
程
遠
い

年
月
を
要
す
る
と
見
受
け
ら

年
月
を
要
す
る
と
見
受
け
ら

れ
る
。
進
捗
状
況
と
計
画
に

れ
る
。
進
捗
状
況
と
計
画
に

つ
い
て
伺
う
。

つ
い
て
伺
う
。

【
建
設
部
長
】
涸
沼
・

鹿
島
灘
海
岸
地
区
道

路
工
事
及
び
計
画
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
は
、
沢
尻
地
区
の

１
４
０
メ
ー
ト
ル
区
間
の
道
路

改
良
舗
装
工
事
が
５
月
末
に
完

了
し
、
供
用
開
始
し
て
い
る
。

ま
た
現
在
３
０
０
メ
ー
ト
ル
の

も
積
極
的
に
推
進
し
て
お
り
、

様
々
な
補
助
事
業
が
あ
る
。

　

今
後
、
対
策
、
施
策
を
進

め
る
際
に
、
本
市
に
合
っ
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

の
可
能
性
に
関
す
る
調
査
研

究
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。　

　
ま
た
、調
査
研
究
に
当
た
っ

て
は
、
国
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
活
用
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

本
市
は
東
海
村
の

本
市
は
東
海
村
の

原
発
よ
り

原
発
よ
り
3030
キ
ロ
キ
ロ

圏
内
に
旭
地
区
が
入
っ
て
い

圏
内
に
旭
地
区
が
入
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
再
生
可
能
エ

る
こ
と
か
ら
、
再
生
可
能
エ

流
末
排
水
路
整
備
工
事
を
行
っ

て
お
り
、
８
月
末
に
完
成
予
定

と
な
っ
て
い
る
。
な
お
流
末
の

完
成
を
も
っ
て
沢
尻
地
区
に
つ

い
て
は
事
業
完
了
と
な
る
。

　

今
後
は
、
今
年
度
に
沢
尻

地
区
の
延
伸
上
の
上
釡
地
区

に
お
い
て
、
地
質
調
査
、
道
路

構
造
物
詳
細
設
計
、
流
末
排

水
路
測
量
設
計
、
用
地
測
量

等
を
予
定
し
て
お
り
、
来
年

度
か
ら
用
地
交
渉
に
着
手
す

る
。
交
渉
の
進
捗
状
況
に
よ
っ

て
は
、
令
和
６
年
度
頃
か
ら
工

事
に
着
手
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
資
源
が

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
資
源
が

本
市
に
ど
れ
だ
け
あ
る
か
を

本
市
に
ど
れ
だ
け
あ
る
か
を

調
査
す
る
経
費
を
国
が
全
額

調
査
す
る
経
費
を
国
が
全
額

補
助
す
る
事
業
が
あ
る
。
高

補
助
す
る
事
業
が
あ
る
。
高

萩
市
が
同
じ
原
発
か
ら

萩
市
が
同
じ
原
発
か
ら
3030
キキ

ロ
圏
内
に
一
部
入
っ
て
い
る

ロ
圏
内
に
一
部
入
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
国
の
事
業
を
活

こ
と
か
ら
、
国
の
事
業
を
活

用
し
て
計
画
を
立
て
て
い
る
。

用
し
て
計
画
を
立
て
て
い
る
。

ま
た
他
の
市
で
も
計
画
し
て

ま
た
他
の
市
で
も
計
画
し
て

い
る
よ
う
な
の
で
本
市
で
も

い
る
よ
う
な
の
で
本
市
で
も

積
極
的
に
利
用
し
て
ほ
し
い
。

積
極
的
に
利
用
し
て
ほ
し
い
。

　

今
後
計
画
を
立
て
て
い
く

　

今
後
計
画
を
立
て
て
い
く

中
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

中
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
だ

を
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
だ

と
考
え
て
進
ん
で
い
か
な
け

と
考
え
て
進
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

沢
尻
地
区
の
工
事

沢
尻
地
区
の
工
事

が
完
了
し
た
区
間

が
完
了
し
た
区
間

に
つ
い
て
、
工
事
の
工
区
を
分

に
つ
い
て
、
工
事
の
工
区
を
分

け
て
２
本
同
時
に
発
注
し
て

け
て
２
本
同
時
に
発
注
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実

際
の
工
事
は
１
工
区
が
完
了

際
の
工
事
は
１
工
区
が
完
了

し
、
そ
の
あ
と
に
２
工
区
の
工

し
、
そ
の
あ
と
に
２
工
区
の
工

事
に
取
り
掛
か
っ
た
よ
う
に

事
に
取
り
掛
か
っ
た
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
る
。
な
ぜ
同
時

見
受
け
ら
れ
る
。
な
ぜ
同
時

期
の
契
約
な
の
に
こ
の
よ
う

期
の
契
約
な
の
に
こ
の
よ
う

に
工
事
完
了
時
期
が
ず
れ
て

に
工
事
完
了
時
期
が
ず
れ
て

し
ま
っ
た
の
か
伺
う
。

し
ま
っ
た
の
か
伺
う
。

【
建
設
部
長
】
２
工
区

の
工
期
が
延
び
た
主

な
要
因
と
し
て
は
、
天
候
な
ど

の
状
況
も
あ
る
が
、
年
度
末

か
と
考
え
る
。

か
と
考
え
る
。

　

そ
う
い
っ
た
面
で
、
国
の

　

そ
う
い
っ
た
面
で
、
国
の

支
援
を
調
査
し
た
上
で
計
画

支
援
を
調
査
し
た
上
で
計
画

を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
る
が
如
何
か
。

考
え
る
が
如
何
か
。

【
環
境
経
済
部
長
】
国

の
補
助
事
業
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
構
造
高
度
化
・
転

換
理
解
促
進
事
業
費
補
助
金

と
い
う
こ
と
で
理
解
し
て
い

る
。
全
額
補
助
の
メ
ニ
ュ
ー

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
調
査
研

究
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
こ

の
よ
う
な
補
助
事
業
を
活
用

し
て
計
画
を
立
て
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

は
、
工
事
の
発
注
が
集
中
す
る

た
め
、
な
か
な
か
工
事
が
進
ま

な
か
っ
た
。天

候
の
状
況
と
い

天
候
の
状
況
と
い

う
こ
と
は
理
解
で

う
こ
と
は
理
解
で

き
る
。
し
か
し
、
１
工
区
も
２

き
る
。
し
か
し
、
１
工
区
も
２

工
区
も
同
時
期
に
契
約
を
行
っ

工
区
も
同
時
期
に
契
約
を
行
っ

て
い
る
の
に
対
し
て
、
実
際
の

て
い
る
の
に
対
し
て
、
実
際
の

工
事
は
１
工
区
の
下
請
け
業

工
事
は
１
工
区
の
下
請
け
業

者
が
工
事
を
終
了
さ
せ
て
か

者
が
工
事
を
終
了
さ
せ
て
か

ら
、
２
工
区
の
工
事
を
施
工
し

ら
、
２
工
区
の
工
事
を
施
工
し

て
い
た
と
聞
い
て
い
る
。
下
請

て
い
た
と
聞
い
て
い
る
。
下
請

け
業
者
が
い
な
く
て
工
事
が
は

け
業
者
が
い
な
く
て
工
事
が
は

じ
ま
れ
な
い
の
は
お
か
し
い
と

じ
ま
れ
な
い
の
は
お
か
し
い
と

思
う
。
こ
れ
か
ら
は
注
意
し
て

思
う
。
こ
れ
か
ら
は
注
意
し
て

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

答答

答

答

問問

再
質
問

意
見
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水
上 

美
智
子 

議
員　

／　

高
野 

衛 

議
員

低
所
得
者
の
子
育

低
所
得
者
の
子
育

て
支
援
は
今
回
の

て
支
援
は
今
回
の

補
正
予
算
に
入
っ
て
い
る
か
。

補
正
予
算
に
入
っ
て
い
る
か
。

【
政
策
企
画
部
長
】
低

所
得
者
の
方
へ
の
支

援
策
は
今
回
追
加
の
補
正
予

算
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

物
価
高
騰
の
影
響

物
価
高
騰
の
影
響

を

低

所

得

者

の

を

低

所

得

者

の

方
、
し
か
も
子
育
て
中
の
方

方
、
し
か
も
子
育
て
中
の
方

は
非
常
に
大
き
く
受
け
て
い

は
非
常
に
大
き
く
受
け
て
い

る
。
今
後
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
今
後
考
え
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
財
源
を

る
の
で
は
な
い
か
。
財
源
を

確
保
し
て
、
影
響
が
出
て
い

確
保
し
て
、
影
響
が
出
て
い

る
と
こ
ろ
に
対
し
て
対
応
し

る
と
こ
ろ
に
対
し
て
対
応
し

て
い
た
だ
く
よ
う
強
く
望
む
。

て
い
た
だ
く
よ
う
強
く
望
む
。

【
政
策
企
画
部
長
】
国

か
ら
追
加
交
付
が
内

示
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
に
は
、
物
価
高

騰
の
影
響
を
受
け
た
生
活
者

や
事
業
者
の
負
担
軽
減
が
実

施
で
き
る
よ
う
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
対
応
分
が
創
設
さ

れ
て
い
る
。

　

市
の
対
応
と
し
て
は
、
学

校
や
幼
稚
園
、
保
育
所
等
の

給
食
費
の
負
担
増
を
抑
制
す

る
た
め
の
材
料
賄
費
高
騰
分

の
補
填
に
よ
る
子
育
て
支
援

策
、
原
油
高
騰
化
に
お
い
て

8080
歳
ま
で
に
約
３
人

歳
ま
で
に
約
３
人

に
一
人
が
発
症
す
る
と

に
一
人
が
発
症
す
る
と

い
わ
れ
る
帯
状
疱
疹
は
、
神

い
わ
れ
る
帯
状
疱
疹
は
、
神

経
が
損
傷
さ
れ
な
か
な
か
修

経
が
損
傷
さ
れ
な
か
な
か
修

復
さ
れ
な
い
こ
と
で
起
き
る
帯

復
さ
れ
な
い
こ
と
で
起
き
る
帯

状
疱
疹
後
神
経
痛
（
Ｐ
Ｈ
Ｎ
）

状
疱
疹
後
神
経
痛
（
Ｐ
Ｈ
Ｎ
）

な
ど
重
症
化
リ
ス
ク
が
あ
る
。

な
ど
重
症
化
リ
ス
ク
が
あ
る
。

　　

し
か
し

し
か
し
5050
歳
以
上
の
方
は

歳
以
上
の
方
は

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
る
こ
と
が
で
き
、
重
症
化
を

す
る
こ
と
が
で
き
、
重
症
化
を

防防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で

ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で

予
防
接
種
に
か
か
る
費
用
を
助

予
防
接
種
に
か
か
る
費
用
を
助

成
す
る
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

成
す
る
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

【
福
祉
保
健
部
長
】
基

本
的
に
帯
状
疱
疹
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
は
、
２
種
類
の

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
国

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
国

際
的
な
物
流
の
混
乱
、

際
的
な
物
流
の
混
乱
、

そ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
ロ
シ

そ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
影

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
影

響
な
ど
に
よ
る
原
油
価
格
や

響
な
ど
に
よ
る
原
油
価
格
や

電
気
、
ガ
ス
、
食
料
品
、
肥

電
気
、
ガ
ス
、
食
料
品
、
肥

料
な
ど
の
農
業
資
材
を
含
む

料
な
ど
の
農
業
資
材
を
含
む

物
価
高
騰
が
暮
ら
し
や
営
業

物
価
高
騰
が
暮
ら
し
や
営
業

に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い

に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い

る
。
る
。

　

政
府
が
４
月
に
策
定
し
た

　

政
府
が
４
月
に
策
定
し
た

原
油
価
格
高
騰
等
総
合
緊
急

原
油
価
格
高
騰
等
総
合
緊
急

対
策
に
よ
る
地
方
創
生
臨
時

対
策
に
よ
る
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
な
ど
の
財
源
を
活
用

交
付
金
な
ど
の
財
源
を
活
用

し
、
緊
急
支
援
対
策
が
必
要

し
、
緊
急
支
援
対
策
が
必
要

と
考
え
る
が
対
応
を
伺
う
。

と
考
え
る
が
対
応
を
伺
う
。

帯状疱疹ワクチン
に助成を

物価高騰による
支援対策を

ワ
ク
チ
ン
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

最
近
、
薬
事
承
認
さ
れ
た
ワ
ク

チ
ン
で
あ
り
、
長
期
的
な
効
果

が
ま
だ
検
証
さ
れ
て
お
ら
ず
、

現
在
、
国
で
は
任
意
接
種
と
い

う
形
で
位
置
づ
け
し
て
い
る
た

め
、
全
額
自
己
負
担
で
実
施
し

て
い
る
。

　
基
本
的
に
は
、
健
康
に
関
す

る
問
題
な
の
で
、
本
当
に
効
果

が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
定
期
接
種

に
位
置
づ
け
て
、
全
国
一
律
に

や
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う

ふ
う
に
考
え
て
い
る
。

自
己
負
担
と
な
る

自
己
負
担
と
な
る

と
高
額
な
の
で
、

と
高
額
な
の
で
、

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
い
が

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
い
が

で
き
な
い
と
い
っ
た
声
が
聞
こ

で
き
な
い
と
い
っ
た
声
が
聞
こ

え
て
く
る
。
テ
レ
ビ
の
宣
伝

え
て
く
る
。
テ
レ
ビ
の
宣
伝

で
い
ろ
い
ろ
報
道
さ
れ
て
い
る

で
い
ろ
い
ろ
報
道
さ
れ
て
い
る

が
、
問
合
せ
の
件
数
及
び
実

が
、
問
合
せ
の
件
数
及
び
実

績
に
つ
い
て
伺
う
。

績
に
つ
い
て
伺
う
。

【
福
祉
保
健
部
長
】
ワ

ク
チ
ン
助
成
に
つ
い
て

の
問
合
せ
は
１
件
あ
っ
た
。　

　

ワ
ク
チ
ン
の
実
績
と
し
て

は
、
市
内
10
医
療
機
関
で
年
間

平
均
80
件
程
度
あ
る
と
把
握

し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
２
回
接

種
の
ワ
ク
チ
ン
で
、
人
数
に
す

る
と
40
人
程
度
が
接
種
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。

も
利
用
者
が
変
わ
ら
ぬ

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
社
会
福
祉
施
設
等
に
対

す
る
支
援
策
、
原
油
高
騰
あ

る
い
は
物
価
高
騰
の
影
響
を

受
け
て
い
る
中
で
も
意
欲
的

な
経
営
展
開
を
図
る
事
業
者

等
に
対
す
る
経
営
支
援
策
や

農
畜
産
業
へ
の
支
援
策
、
燃

料
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い

る
公
共
交
通
事
業
者
へ
の
運

行
継
続
支
援
策
な
ど
、
国
が

求
め
て
い
る
対
策
に
つ
い
て

盛
り
込
ん
だ
補
正
予
算
案
を

今
定
例
会
に
追
加
提
出
し

た
。

仮
に
市
の
ほ
う
で

仮
に
市
の
ほ
う
で

３
，
０
０
０
円
程

３
，
０
０
０
円
程

度
の
助
成
が
可
能
で
あ
れ
ば
、

度
の
助
成
が
可
能
で
あ
れ
ば
、

費
用
対
効
果
は
十
分
あ
る
と

費
用
対
効
果
は
十
分
あ
る
と

思
う
が
市
の
考
え
は
。

思
う
が
市
の
考
え
は
。

【
福
祉
保
健
部
長
】１
万

円
の
費
用
に
対
し
て
、

３
，０
０
０
円
の
助
成
を
行
っ

て
い
る
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を

例
に
考
え
る
と
、
費
用
対
効
果

は
薄
い
と
推
測
さ
れ
る
。

　
仮
に
定
期
接
種
に
な
っ
た
場

合
に
、
さ
ら
に
３
，０
０
０
円

程
度
の
助
成
金
の
上
乗
せ
す
る

こ
と
で
、
よ
り
効
果
が
高
ま
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

答

答

答答

答

問問

再
質
問

再
質
問

は
、
工
事
の
発
注
が
集
中
す
る

た
め
、
な
か
な
か
工
事
が
進
ま

な
か
っ
た
。天

候
の
状
況
と
い

天
候
の
状
況
と
い

う
こ
と
は
理
解
で

う
こ
と
は
理
解
で

き
る
。
し
か
し
、
１
工
区
も
２

き
る
。
し
か
し
、
１
工
区
も
２

工
区
も
同
時
期
に
契
約
を
行
っ

工
区
も
同
時
期
に
契
約
を
行
っ

て
い
る
の
に
対
し
て
、
実
際
の

て
い
る
の
に
対
し
て
、
実
際
の

工
事
は
１
工
区
の
下
請
け
業

工
事
は
１
工
区
の
下
請
け
業

者
が
工
事
を
終
了
さ
せ
て
か

者
が
工
事
を
終
了
さ
せ
て
か

ら
、
２
工
区
の
工
事
を
施
工
し

ら
、
２
工
区
の
工
事
を
施
工
し

て
い
た
と
聞
い
て
い
る
。
下
請

て
い
た
と
聞
い
て
い
る
。
下
請

け
業
者
が
い
な
く
て
工
事
が
は

け
業
者
が
い
な
く
て
工
事
が
は

じ
ま
れ
な
い
の
は
お
か
し
い
と

じ
ま
れ
な
い
の
は
お
か
し
い
と

思
う
。
こ
れ
か
ら
は
注
意
し
て

思
う
。
こ
れ
か
ら
は
注
意
し
て

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

再
質
問

意
見
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一
般
質
問　

髙
埜 

栄
治 

議
員　

／　

入
江 

晃 

議
員

子どもたちの個性と
能力を引き出せる
地域部活動移行の
　　　取り組みは

新型コロナウイルス
感染症対応地方臨時
交付金の活用は

鉾
田
市
独
自
の
教
員

鉾
田
市
独
自
の
教
員

の
働
き
方
改
革
及
び

の
働
き
方
改
革
及
び

生
徒
一
人
一
人
の
個
性
や
能

生
徒
一
人
一
人
の
個
性
や
能

力
伸
長
の
た
め
の
地
域
部
活

力
伸
長
の
た
め
の
地
域
部
活

動
移
行
へ
の
推
進
体
制
及
び
、

動
移
行
へ
の
推
進
体
制
及
び
、

国
・
県
で
示
す
鉾
田
方
式
構

国
・
県
で
示
す
鉾
田
方
式
構

築
の
た
め
の
組
織
づ
く
り
と

築
の
た
め
の
組
織
づ
く
り
と

予
算
確
保
並
び
に
指
導
者
人

予
算
確
保
並
び
に
指
導
者
人

材
確
保
に
向
け
た
県
内
大
学

材
確
保
に
向
け
た
県
内
大
学

と
の
協
定
の
締
結
を
ど
の
よ

と
の
協
定
の
締
結
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
る
の
か
伺
う
。

う
に
進
め
て
い
る
の
か
伺
う
。

【
市
長
】
子
ど
も
た
ち

の
興
味
関
心
の
あ
る

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
通

じ
、
部
活
動
で
繋
が
る
人
づ

く
り
や
環
境
づ
く
り
が
大
切

国
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

国
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
原
油
価
格
・
物

お
け
る
原
油
価
格
・
物

価
高
騰
等
総
合
緊
急
対
策
に

価
高
騰
等
総
合
緊
急
対
策
に

お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
拡
充
し
、
コ
ロ
ナ

時
交
付
金
を
拡
充
し
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・
物
価

禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・
物
価

高
騰
対
応
分
が
創
設
さ
れ
た
。

高
騰
対
応
分
が
創
設
さ
れ
た
。

　

積
極
的
な
活
用
の
検
討
を

　

積
極
的
な
活
用
の
検
討
を

進
め
る
べ
き
と
考
え
、
公
明
党

進
め
る
べ
き
と
考
え
、
公
明
党

鉾
田
市
議
団
は
５
月

鉾
田
市
議
団
は
５
月
2424
日
に
日
に

市
長
に
緊
急
要
望
を
提
出
し

市
長
に
緊
急
要
望
を
提
出
し

た
。
こ
の
６
月
会
期
中
に
交

た
。
こ
の
６
月
会
期
中
に
交

付
金
を
活
用
し
た
補
正
予
算

付
金
を
活
用
し
た
補
正
予
算

案
を
提
出
す
る
考
え
は
あ
る
の

案
を
提
出
す
る
考
え
は
あ
る
の

か
。
ま
た
、
要
望
し
た
学
校
給

か
。
ま
た
、
要
望
し
た
学
校
給

と
考
え
る
。
そ
の
た
め
の
推

進
に
当
た
っ
て
は
鉾
田
市
総

合
教
育
会
議
で
協
議
、
調
整

さ
れ
た
鉾
田
市
教
育
大
綱
の

理
念
を
踏
ま
え
、家
庭
、地
域
、

学
校
、
各
種
団
体
及
び
行
政

が
連
携
・
協
働
の
下
、
オ
ー

ル
鉾
田
で
進
め
る
。
予
算
に

つ
い
て
は
教
育
委
委
員
会
と

十
分
な
意
思
疎
通
を
図
り
進

め
て
行
く
。

【
教
育
部
長
】
総
合
体

育
大
会
終
了
後
を
目

安
に
運
営
母
体
等
の
検
討
を

含
め
た
協
議
会
を
設
立
し
協

議
を
進
め
て
い
く
。

食
費
の
負
担
軽
減
、
生
活
困

食
費
の
負
担
軽
減
、
生
活
困

窮
者
支
援
、
子
育
て
世
帯
へ
の

窮
者
支
援
、
子
育
て
世
帯
へ
の

支
援
、
事
業
者
へ
の
燃
料
高

支
援
、
事
業
者
へ
の
燃
料
高

騰
の
経
済
支
援
な
ど
を
行
う

騰
の
経
済
支
援
な
ど
を
行
う

予
定
が
あ
る
の
か
伺
う
。

予
定
が
あ
る
の
か
伺
う
。

【
政
策
企
画
部
長
】
国

の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
総
合

緊
急
対
策
に
対
応
す
る
た
め
、

国
か
ら
追
加
交
付
が
内
示
さ
れ

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
財
源
と
す
る
補
正
予
算
案

を
今
定
例
会
に
追
加
議
案
と
し

て
提
出
し
た
。

　
市
と
し
て
も
、
早
急
な
対
応

茨

城

県

教

育

長

茨

城

県

教

育

長

が
「
地
域
部
活
動

が
「
地
域
部
活
動

移
行
に
向
け
た
手
引
書
」
で

移
行
に
向
け
た
手
引
書
」
で

示
し
た
中
で
本
市
は
、
令
和

示
し
た
中
で
本
市
は
、
令
和

３
年
度
中
に
検
討
委
員
会
の

３
年
度
中
に
検
討
委
員
会
の

設
置
や
運
営
団
体
指
導
者
の

設
置
や
運
営
団
体
指
導
者
の

確
保
、
生
徒
・
保
護
者
へ
の

確
保
、
生
徒
・
保
護
者
へ
の

説
明
な
ど
具
体
的
な
準
備
に

説
明
な
ど
具
体
的
な
準
備
に

取
り
組
ん
で
い
な
い
。
私
の

取
り
組
ん
で
い
な
い
。
私
の

提
案
す
る
大
学
と
の
協
定
・

提
案
す
る
大
学
と
の
協
定
・

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
含
め
た
ス

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
含
め
た
ス

ポ
ー
ツ
の
ま
ち
推
進
課
設
置
・

ポ
ー
ツ
の
ま
ち
推
進
課
設
置
・

地
域
部
活
動
運
営
法
人
設
立

地
域
部
活
動
運
営
法
人
設
立

等
を
参
考
に
推
進
し
て
い
た

等
を
参
考
に
推
進
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
へ
の

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
へ
の

が
必
要
と
判
断
し
、
事
業
案
の

調
整
を
進
め
て
き
た
。
財
源
に

限
り
が
あ
る
中
で
、
幅
広
く
支

援
し
て
い
く
こ
と
が
難
し
い
面

が
あ
り
、
要
望
の
あ
っ
た
内
容

全
て
を
そ
の
ま
ま
反
映
す
る
こ

と
は
厳
し
い
状
況
だ
が
、
国
が

求
め
て
い
る
対
策
、
要
望
の
趣

旨
に
お
よ
そ
合
致
す
る
施
策
を

盛
り
込
ん
だ
。

　

な
お
、
今
回
の
事
業
者
支
援

策
は
、
で
き
る
だ
け
未
来
に
つ
な

が
る
支
援
を
考
え
て
整
理
し
た
。

こ
の
ま
ま
物
価
高

こ
の
ま
ま
物
価
高

騰
が
続
く
と
、
こ

騰
が
続
く
と
、
こ

れ
で
も
足
り
な
く
な
っ
て
く
る

れ
で
も
足
り
な
く
な
っ
て
く
る

要
望
、
財
政
支
援
を
活
用
し

要
望
、
財
政
支
援
を
活
用
し

た
予
算
確
保
も
考
慮
す
べ
き

た
予
算
確
保
も
考
慮
す
べ
き

で
あ
る
。
サ
ー
フ
ィ
ン
、
プ

で
あ
る
。
サ
ー
フ
ィ
ン
、
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
及
び
ス
ポ
ー
ツ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
及
び
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
等
を
新
し
い

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
等
を
新
し
い

部
活
動
に
組
み
入
れ
る
こ
と

部
活
動
に
組
み
入
れ
る
こ
と

で
国
体
選
手
や
オ
リ
ン
ピ
ッ

で
国
体
選
手
や
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
を
本
市
か
ら
排
出
で

ク
選
手
を
本
市
か
ら
排
出
で

き
る
と
思
う
。
そ
の
た
め
に

き
る
と
思
う
。
そ
の
た
め
に

も
早
急
に
推
進
体
制
づ
く
り

も
早
急
に
推
進
体
制
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。
い
。

【
市
長
】
総
合
教
育
会

議
の
座
長
と
し
て
、

市
全
体
の
こ
と
を
考
え
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

の
で
、
例
え
ば
、
市
で
財
源
を

の
で
、
例
え
ば
、
市
で
財
源
を

さ
ら
に
追
加
し
て
や
る
よ
う
な

さ
ら
に
追
加
し
て
や
る
よ
う
な

こ
と
は
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

こ
と
は
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

【
政
策
企
画
部
長
】
そ

の
事
業
を
や
っ
て
い
く

中
で
重
要
で
あ
れ
ば
、
市
の
予

算
も
充
当
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
も
あ
る
。生

活
困
窮
者
の
支

生
活
困
窮
者
の
支

援
は
行
う
の
か
。

援
は
行
う
の
か
。

【
政
策
企
画
部
長
】
別

途
対
策
事
業
が
あ
る
。

こ
の
６
月
議
会
中

こ
の
６
月
議
会
中

に
対
策
を
し
た
こ
と

に
対
策
を
し
た
こ
と

は
、
非
常
に
あ
り
が
た
い
。
し
っ

は
、
非
常
に
あ
り
が
た
い
。
し
っ

か
り
と
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

か
り
と
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

答

答答

答答答

問問

再
質
問

再
質
問

提
言

意
見
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土子　勝也羽成　洋一

一
般
質
問　

土
子 

勝
也 

議
員　

／　

羽
成 

洋
一 

議
員

管
理
状
態
の
よ
い
空
き
家
の
利

活
用
を
図
る
た
め
、
空
き
家
バ

ン
ク
を
拡
充
す
る
な
ど
積
極
的

な
空
き
家
対
策
を
進
め
て
い
く
。

今
の
予
算
と
人
員

今
の
予
算
と
人
員

で
空
き
家
対
策
業

で
空
き
家
対
策
業

務
を
こ
な
し
て
い
く
の
は
大
変

務
を
こ
な
し
て
い
く
の
は
大
変

だ
と
感
じ
て
い
る
。

だ
と
感
じ
て
い
る
。

  

こ
の
別
荘
の
負
の
財
産
を
解

こ
の
別
荘
の
負
の
財
産
を
解

消
す
る
に
は
専
門
の
部
署
を
設

消
す
る
に
は
専
門
の
部
署
を
設

け
、
空
き
家
に
関
す
る
利
活
用

け
、
空
き
家
に
関
す
る
利
活
用

を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

本
市
に
は
外
国
人
労
働
者
が

本
市
に
は
外
国
人
労
働
者
が

た
く
さ
ん
い
る
の
で
、
そ
の
方

た
く
さ
ん
い
る
の
で
、
そ
の
方

の
住
居
と
し
て
の
活
用
も
一
つ

の
住
居
と
し
て
の
活
用
も
一
つ

の
方
策
で
あ
る
と
思
う
。

の
方
策
で
あ
る
と
思
う
。

て
は
、
６
月
中
に
委
託
業
者
の

決
定
に
向
け
入
札
の
手
続
き
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

空
き
家
調
査
の
結

空
き
家
調
査
の
結

果
を
も
と
に
デ
ー
タ

果
を
も
と
に
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
の
で
あ
れ

ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
空
き
家
の
危
険
を
回
避
す

ば
、
空
き
家
の
危
険
を
回
避
す

る
と
い
う
目
的
だ
け
で
は
な
く
、

る
と
い
う
目
的
だ
け
で
は
な
く
、

固
定
資
産
税
の
徴
収
に
も
寄
与

固
定
資
産
税
の
徴
収
に
も
寄
与

さ
れ
た
い
。

さ
れ
た
い
。空

き
家
の
問
題
点
と

空
き
家
の
問
題
点
と

現
在
ま
で
の
空
き
家

現
在
ま
で
の
空
き
家

対
策
の
方
針
並
び
に
今
後
の
空
き

対
策
の
方
針
並
び
に
今
後
の
空
き

家
対
策
の
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

家
対
策
の
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

【
建
設
部
長
】
こ
れ
ま
で

に
定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を

ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
た
事
業
者
の
ア
フ
タ
ー

受
け
た
事
業
者
の
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
に
向
け
た
思
い
切
っ

コ
ロ
ナ
に
向
け
た
思
い
切
っ

た
新
た
な
取
り
組
み
に
ど
の

た
新
た
な
取
り
組
み
に
ど
の

よ
う
な
支
援
を
す
る
の
か
伺

よ
う
な
支
援
を
す
る
の
か
伺

う
。
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】
事

業
者
の
新
規
事
業
や

業
態
転
換
の
取
り
組
み
に
対

し
、鉾
田
市
中
小
企
業
等
チ
ャ

レ
ン
ジ
事
業
者
応
援
事
業
を

実
施
す
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
を
受
け
た
事
業
者
の
支

援
及
び
市
内
に
お
け
る
産
業

令
和
４
年
度
の
空
き
家

令
和
４
年
度
の
空
き
家

調
査
事
業
委
託
に
つ
い

調
査
事
業
委
託
に
つ
い

て
、
進
捗
状
況
と
委
託
内
容
及

て
、
進
捗
状
況
と
委
託
内
容
及

び
目
的
に
つ
い
て
伺
う
。

び
目
的
に
つ
い
て
伺
う
。

【
建
設
部
長
】
空
家
対

策
事
業
は
平
成
29
年
度

の
調
査
か
ら
５
年
が
経
過
す
る

こ
と
か
ら
、
今
年
度
、
再
度
市

全
域
を
対
象
に
空
き
家
の
実
態

調
査
を
行
う
。

　
こ
の
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、

空
き
家
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構

築
す
る
。
こ
れ
を
も
と
に
都
市

計
画
支
援
シ
ス
テ
ム
と
連
動
さ

せ
管
理
業
務
の
効
率
化
を
図
る
。

　

本
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い

アフターコロナを
見据えた中小事業者
支援を

空家対策の現状
と今後の方針は

の
振
興
並
び
に
活
性
化
を
図

る
た
め
、
市
内
の
中
小
企
業

及
び
個
人
事
業
者
が
新
規
事

業
や
業
態
転
換
に
要
す
る
経

費
に
対
し
補
助
金
を
交
付
す

る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
し
っ
か

り
と
先
を
見
据
え
、
新
た
な

事
業
展
開
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
事
業
者
を
支
援
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
内
で
は
閉
店
し

市
内
で
は
閉
店
し

て
い
る
店
を
多
く

て
い
る
店
を
多
く

見
か
け
る
が
、
新
た
な
ビ
ジ

見
か
け
る
が
、
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
市

ネ
ス
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
市

民
を
支
援
さ
れ
た
い
。

民
を
支
援
さ
れ
た
い
。

  

農
作
物
販
路
拡
大
の
支
援
を

農
作
物
販
路
拡
大
の
支
援
を

農
産
物
の
輸
出
拡
大

農
産
物
の
輸
出
拡
大

に
向
け
た
取
り
組
み
が

に
向
け
た
取
り
組
み
が

注
目
さ
れ
る
中
、
今
後
ど
の
よ

注
目
さ
れ
る
中
、
今
後
ど
の
よ

う
に
農
作
物
の
販
路
を
拡
大

う
に
農
作
物
の
販
路
を
拡
大

し
て
い
く
の
か
伺
う
。

し
て
い
く
の
か
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】
国

内
で
は
人
口
減
少
に
伴

い
消
費
が
落
ち
込
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
、
国
外
へ
の
販
路
拡
大

に
向
け
た
事
業
を
推
進
し
て
い

き
た
い
。

　
令
和
４
年
度
は
、
国
外
の
富

裕
層
の
多
い
地
域
に
メ
ロ
ン
等

を
輸
送
し
、
消
費
者
に
向
け
た

ル
や
所
有
者
へ
の
通
知
等
を
実

施
し
、
毎
年
20
件
程
度
の
空
き

家
が
解
体
さ
れ
る
な
ど
一
定
の

成
果
が
出
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
本
市
は
他
の
自
治
体
と

比
べ
空
き
家
の
数
が
大
変
多
い
。

そ
の
中
で
も
大
き
な
割
合
を
占

め
る
別
荘
に
つ
い
て
は
、
所
有

者
の
多
く
が
県
外
在
住
者
で
あ

り
、
管
理
が
不
十
分
な
状
況
に

あ
る
。

　

今
後
は
、
空
き
家
所
有
者
に

よ
る
解
体
、
処
分
を
促
進
さ
せ

る
た
め
、
国
の
交
付
金
を
活
用

し
た
空
き
家
解
体
の
補
助
制
度

の
創
設
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

店
頭
で
の
テ
ス
ト
販
売
や
バ
イ

ヤ
ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン
等
へ
の
試

食
の
提
供
な
ど
、
テ
ス
ト
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
予
定
し
て
い

る
。
令
和
５
年
度
以
降
は
、
商

談
会
の
開
催
や
商
社
な
ど
の
輸

出
事
業
者
と
現
地
バ
イ
ヤ
ー
、

流
通
事
業
者
と
の
取
引
を
実
現

し
、
販
路
拡
大
を
図
り
、
将
来

的
に
は
持
続
可
能
な
輸
出
環
境

の
整
備
を
推
進
し
た
い
。

商
社
を
通
し
て
販
路

商
社
を
通
し
て
販
路

拡
大
を
図
る
こ
と
も

拡
大
を
図
る
こ
と
も

い
い
こ
と
だ
か
、
地
元
Ｊ
Ａ
と

い
い
こ
と
だ
か
、
地
元
Ｊ
Ａ
と

も
き
ち
っ
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

も
き
ち
っ
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

販
路
拡
大
を
進
め
ら
れ
た
い
。

販
路
拡
大
を
進
め
ら
れ
た
い
。

答答

答

答

問問

の
で
、
例
え
ば
、
市
で
財
源
を

の
で
、
例
え
ば
、
市
で
財
源
を

さ
ら
に
追
加
し
て
や
る
よ
う
な

さ
ら
に
追
加
し
て
や
る
よ
う
な

こ
と
は
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

こ
と
は
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

【
政
策
企
画
部
長
】
そ

の
事
業
を
や
っ
て
い
く

中
で
重
要
で
あ
れ
ば
、
市
の
予

算
も
充
当
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
も
あ
る
。生

活
困
窮
者
の
支

生
活
困
窮
者
の
支

援
は
行
う
の
か
。

援
は
行
う
の
か
。

【
政
策
企
画
部
長
】
別

途
対
策
事
業
が
あ
る
。

こ
の
６
月
議
会
中

こ
の
６
月
議
会
中

に
対
策
を
し
た
こ
と

に
対
策
を
し
た
こ
と

は
、
非
常
に
あ
り
が
た
い
。
し
っ

は
、
非
常
に
あ
り
が
た
い
。
し
っ

か
り
と
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

か
り
と
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

再
質
問

要
望

要
望

要
望

問

意
見
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共
通
の
目
的
の
一
つ
と
し
て

位
置
づ
け
、
行
政
と
し
て
、

そ
の
支
援
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
。

機
能
性
の
高
い
自

機
能
性
の
高
い
自

主
防
災
組
織
の
運

主
防
災
組
織
の
運

営
と
消
防
団
の
再
編
は
、
予

営
と
消
防
団
の
再
編
は
、
予

算
を
か
け
れ
ば
解
決
で
き

算
を
か
け
れ
ば
解
決
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。
ス
ケ

る
も
の
で
は
な
い
。
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
き
ち
ん
と
決
め
、

ジ
ュ
ー
ル
を
き
ち
ん
と
決
め
、

行
政
が
共
通
と
な
る
目
的
の

行
政
が
共
通
と
な
る
目
的
の

例
を
提
案
し
つ
つ
、
市
民
に

例
を
提
案
し
つ
つ
、
市
民
に

納
得
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

納
得
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

コ
ー
チ
ン
グ
の

コ
ー
チ
ン
グ
の
コ
ー
チ
役
と

コ
ー
チ
役
と

し
て
進
め
て
い
く
よ
う
お
願

し
て
進
め
て
い
く
よ
う
お
願

い
す
る
。

い
す
る
。

２
年
前
か
ら
猛
威
を

２
年
前
か
ら
猛
威
を

振
る
う
新
型
コ
ロ
ナ

振
る
う
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
混
乱
に
よ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
混
乱
に
よ

り
、
日
常
生
活
や
経
済
活
動

り
、
日
常
生
活
や
経
済
活
動

は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
活
動
や

は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
活
動
や

冠
婚
葬
祭
に
支
え
ら
れ
た
地

冠
婚
葬
祭
に
支
え
ら
れ
た
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在
り
方

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在
り
方

は
、
大
き
な
転
換
の
時
期
を

は
、
大
き
な
転
換
の
時
期
を

迎
え
て
い
る
。
本
市
で
実
施

迎
え
て
い
る
。
本
市
で
実
施

し
た
区
長
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集

し
た
区
長
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集

計
結
果
と
、
今
後
の
地
域
コ

計
結
果
と
、
今
後
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在
り
方
に
関

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在
り
方
に
関

す
る
考
え
を
伺
う
。

す
る
考
え
を
伺
う
。

【
総
務
部
長
】
令
和

４
年
２
月
か
ら
３
月

に
か
け
て
全
１
３
４
区
長
の

一
般
質
問　

井
川 

倫
士 

議
員　

／　

請
願
等
の
提
出
に
つ
い
て

機能性の高い自主
防災組織の運営を

う
ち
１
１
５
区
長
か
ら
ア
ン

ケ
ー
ト
の
回
答
を
い
た
だ
い

た
。

　

集
計
結
果
か
ら
、
行
政
区

と
し
て
も
組
織
の
存
続
に
危

機
感
を
持
っ
て
お
り
、
さ
ら

に
行
政
区
に
お
け
る
役
割
に

対
す
る
認
識
が
大
き
く
変
化

し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

行
政
区
は
地
縁
、
血
縁
な
ど

の
つ
な
が
り
に
よ
り
自
治
会

が
成
立
し
て
き
た
が
、
地
縁
、

血
縁
の
み
に
自
治
会
の
継
続

を
頼
る
こ
と
は
事
実
上
不
可

能
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
認

識
を
し
て
い
る
。
自
治
会
の

存
続
、
強
化
を
図
る
上
で
は

住
民
の
共
通
の
目
的
、
さ
ら

に
は
住
民
に
と
っ
て
の
メ

リ
ッ
ト
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。

　

一
方
、
防
災
な
ど
は
自

助
、
共
助
の
観
点
か
ら
も
行

政
区
の
存
在
は
不
可
欠
で
あ

り
、
災
害
な
ど
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、
行
政
の
マ
ン
パ

ワ
ー
に
は
限
り
が
あ
り
、
最

も
身
近
で
頼
り
に
な
る
の
が

行
政
区
で
あ
る
。
今
後
は
、

自
主
防
災
組
織
な
ど
を
通
じ

て
災
害
に
対
す
る
共
助
と
い

う
観
点
を
住
民
に
と
っ
て
の

提
言

答 問
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請
願
審
査
報
告　

請 願 審 査

【審査経過】

　厚生文教常任委員会に付託された本請願を、参考人の出席を求めて審査しました。審査にお

いては、請願紹介議員より難聴が認知症の一因になるとの説明があり、参考人からは認知症の

発症率や補聴器に対する助成事業を行っている自治体の件数や要件、また、日本と欧米での補

聴器の使用実態の比較について説明がありました。

　加齢性難聴者の方で補聴器を必要としている人数や難聴と認知症の医学的因果関係などの質

疑応答が行われ、委員からは、認知症予防や加齢性難聴者に対する支援には賛同できるが、認

知症と難聴の因果関係がはっきりしているのであれば地方自治体で助成をするのではなく、国

の保険医療制度の枠組みに組み込んでもらうべきではないかとの意見が述べられました。

　審査の結果、本請願は全会一致で趣旨採択となりました。なお、本会議においては賛成多数

で趣旨採択となりました。

【審査経過】

　総務企画常任委員会に付託された本請願を、参考人の出席を求めて審査しました。参考人か

らは、土地利用規制法について、立法事実がないことやプライバシー権や財産権の基本的人権

を侵害しているなどの問題点について説明を受けました。

　委員からは個人情報の保護は非常に重要なことであるが、国の防衛上不可欠な情報を入手す

ることは国防上大切なことであり、このことにより周辺住民の安全が確保されることにもつな

がるので、国の調査権の発動は合理性があるとの意見がありました。

　審査の結果、本請願は賛成少数で不採択となりました。なお、本会議においても賛成少数で

不採択となりました。

【請願内容】

　「加齢性難聴」は難聴者の社会参加を困難にし、「とじこもり」や「うつ病」

「認知症」にもつながるといわれています。

　本請願は、加齢性難聴者が早期に補聴器を装着することにより、高齢者の社会参加、認知症予防、

健康寿命延伸、介護・医療費抑制、介護の負担軽減につながることから、加齢性難聴者の補聴器購

入に対する助成制度の創設及び基本健康診査における聴覚検査を実施するよう要望するもの。

【請願内容】

　昨年６月に国会で可決された土地利用規制法が今年９月から施行されることより、米軍や自衛隊

の施設、海上保安庁の施設、原発などの「重要施設」周辺の土地・建物の所有者や賃借人の住民を調

査する権限が内閣総理大臣に付与されます。

　本請願は、本法の施行により住民の個人情報に関する調査が可能となり、個人のプライバシーの

侵害が予期されるため、本法の廃止を求めるもの。

加齢性難聴者の補聴器購入に対する助成制度の
創設を求める請願書

土地利用規制法廃止に関する請願書

趣旨採択

不 採 択

請願第04ｰ2号　

請願第04ｰ３号
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委 員 会 活 動

　６月13日に委員会を開催し、 請願審査及び所管事務調査を行いました。
［請願審査］
　請願第04-3号　土地利用規制法廃止に関する請願書
　審議結果 ： 不採択　（☞詳細についてはP11に）
[所管事務調査] 
○学校跡地の利活用について
　 令和４年２月に実施された鉾田市学校跡地利活用事業提案型一般公募において、 市内建設業者から旧巴第
一小学校跡地に建設技術者の育成を図るための研修センターを設立する事業計画が提案されました。
   審査の結果、 この事業者を優先事業者として決定し、 基本協定を締結したとの報告を受けました。
○入札制度について
　 平成２９年から令和３年までの市の建築工事設計業務に関する入札情報及び入札資格要件について報告を求
め、 今後の入札制度のあり方について調査 ・ 研究を行いました。

　５月12日及び６月14日に委員会を開催し、 議案審査及び所管事務調査を行いました。
■５月１２日開催
［議案審査］
　議議案第３号　鉾田市小規模企業振興基本条例の制定について
　審議結果：継続審査　（☞詳細についてはP4に）
[所管事務調査] 　
○マイクロツーリズム促進事業について
　 補助対象旅行及び申請状況など事業概要について説明を受けました。
委員からは支援メニューについて質疑が行われました。
■６月１４日開催
［議案審査】
　議議案第３号　鉾田市小規模企業振興基本条例の制定について
　議議案第３号　鉾田市小規模企業振興基本条例の制定についての修正案
　審議結果：原案 修正可決　修正案 可決 （☞詳細についてはP4に）

　４月２５日及び６月１５日に委員会を開催し、 請願審査及び所管事務調査を行いました。
■４月２５日開催
[所管事務調査] 　
○保育所における新型コロナウイルス感染症発症状況確認及び今後の対応について
　 発生状況の確認と今後の対応について報告を受けました。 委員からは感染対応の状況など質疑が行われました。
■６月１５日開催
［請願審査】
　請願第04- ２号　加齢性難聴者の補聴器購入に対する助成制度の創設を求める請願書
　審議結果：趣旨採択　（☞詳細についてはP11に）
[所管事務調査] 　
○委託型地域包括支援センターの進捗について
　 委託契約の経過について説明を受けました。 委員からは事業者数や入札要件について質疑が行われました。
○保育所における新型コロナウイルス感染症のクラスター発生のその後について
　 4月25日に報告を受けた市内保育所の現在の状況について説明を受けました。 委員からは感染した園児等
の後遺症の有無など質疑が行われました。
○大洋小学校通学路の安全対策について
　 これまでの事業経過と今後の対応について説明を受けました。 委員からは安全対策の対応時期などの質疑が
行われました。
○旭中学校区統合小学校整備事業の進捗と今後のスケジュールについて
　 開校に向けた進捗状況とスケジュールについて説明を受けました。 委員からは事業のスケジュールについて
質疑が行われました。

総務企画常任委員会

経済建設常任委員会

厚生文教常任委員会

委
員
会
活
動
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○：議案等に対して賛成 　●：議案等に対して反対 　退：退席 　⽋：⽋席 　除：除斥　　※詳細についてはP14へ

５
月
24
日〔
火
〕 

本
会
議

·

開
会

·

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

·

会
期
の
決
定

·
諸
般
の
報
告

·
市
長
提
出
議
案
説
明·

  
質
疑·
討
論·

採
決

 （
議
案
第
１
号
か
ら
第
４
号
）

·

閉
会

　
令
和
４
年
第
２
回
臨
時
会
は
、
５
月
24
日
の

１
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
市
長
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
４
回
目
接
種
の
体
制
整
備
及
び
大
洋
小
学
校

通
学
路
の
安
全
対
策
に
要
す
る
経
費
を
増
額
す

る
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
及
び
認
定

こ
ど
も
園
建
設
工
事
の
請
負
契
約
締
結
の
議
決

を
求
め
る
議
案
な
ど
計
４
件
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
議
員
か
ら
１
件
の
修
正
動
議
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
臨
時
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
中
、
大
洋
小
学
校
通
学
路
の
安
全
対
策

経
費
を
減
額
し
た
修
正
動
議
が
可
決
さ
れ
、
原

案
に
つ
い
て
は
修
正
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

工
事
請
負
契
約
の
締
結
を
求
め
る
議
案
は
賛
成

少
数
に
よ
り
否
決
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
提

出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
第
２
回
臨
時
会

主 な 日 程概 　 要

全会一致で可決した議案等
会議名 議　　　案　　　等

第
２
回
臨
時
会

第1号 専決処分の承認について
　　鉾田市税条例の一部を改正する条例

第２号 専決処分の承認について
　　鉾田市介護保険条例の一部を改正する条例

市長提出議案

概要はこちら

各議員の賛否が分かれた議案等

会
議
名

議員名

議案等

土

子

勝

也

羽

成

洋

一

鬼

澤

治

男

髙

埜

栄

治

井

川

倫

士

亀

山
　

彰

二
重
作 

茂
兵
衛

小

沼
　

勝

根

嵜
　

眞

水
上

 

美
智
子

入

江
　

晃

岩

間

勝

栄

井

川

茂

樹

米

川

宗

司

山

口
　

德

田

口

清

一

堀

田

正

衛

高

野
　

衛

討 論

採
決
結
果

※ 議 案 等
　 について

賛 成 反 対

第
２
回
臨
時
会

第3号
※

【原案】
令和４年度鉾田
市一般会計補正
予算（第１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

○ ○ ○ ○ ○ ○ 高野 土子 修正
可決

【修正案】
令和４年度鉾田
市一般会計補正
予算（第１号）に
対する修正動議

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● 井川
（倫） - 可決

第4号
工事請負契約の
締結について

（鉾田市立認定こ
ども園建設工事）

● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 高野 小沼 否決

令
和
４
年
第
２
回
臨
時
会　

主
な
日
程　

／　

概
要　

／　

提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果
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令
和
４
年
第
２
回
臨
時
会　

注
目
議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
②

  　新型コロナウイルスワクチンの４回目の追加接種に関する経費及び大洋小学校通学路
  安全対策に関する経費を補正予算に計上するもの

　鉾田市立認定こども園建設工事の工事請負契約を締結するため、議会の議決を求めるもの

議案第３号　令和４年度鉾田市一般会計補正予算（第1号）

議案第４号　工事請負契約の締結について

大洋小学校の通学路安全対策に喝っ！！

３度目の否決！公立認定こども園建設白紙へ

修正可決

否 決

【審議結果】　賛成少数（8対9）により否決

【審議結果】

　これまで入札の落札について、高止まりについての指摘もあったが、今回、談合情報も
なく、建設資材が高騰している中で、設計単価の入替えも行われ、公正な入札であったと
理解するため賛成。

　民間の認定こども園も増えつつある中で、民間の経営を圧迫するおそれがあり、場所も
含めて災害時の安全担保、適正な対応がなされていない。いま一度ウィズコロナ、アフター
コロナを踏まえて、再検討、再検証すべきであると考えるため反対。

賛成討論

反対討論

主な質疑
今回の入札において予定価格
を、事前公表にした理由は。

前回の入札から予定価格を推測できてしまう
こと。また職員への予定価格を探るような行
為を防止し疑惑をもたれないようにするため。

答問

６月の第２回定例会で市長がこ
ども園建設を白紙にすると明言

　大洋小学校通学路安全対策として第7跨線橋に配置する警備員の委託費
（約１７０万円）の計上は鉾田市全体の公平性が保たれないのでは。論点を確認 !

賛成多数（９対８）により修正案を可決
修正部分の除く原案は全会一致で修正可決

令
和
４
年
大
洋
小
学
校
開
校
ま
で
に
人
道
橋

を
建
設
す
る
と
建
設
費
約
１
億
円
を
計
上
。

人
道
橋
の
追
加
建
設
費
約
５
千
万
円
の
補
正

予
算
計
上
。

議
会
と
し
て
通
学
路
の
交
通
安
全
の
確
保
を

求
め
る
要
望
書
を
市
長
に
提
出
。

人
道
橋
の
建
設
が
開
校
に
間
に
合
わ
な
い
こ

と
が
判
明
。
そ
の
後
、
建
設
費
が
１
・
５
倍

に
な
る
こ
と
も
判
明
。

令
和
３
年
度
補
正
予
算
（
第
１
４
号
）
中
、

人
道
橋
の
追
加
建
設
費
約
５
千
万
円
を
削
除

し
た
修
正
動
議
を
可
決
。

今
定
例
会
に
令
和
４
年
度
補
正
予
算
（
第
１

号
）
中
、
第
７
跨
線
橋
に
配
置
す
る
警
備
員

の
委
託
費
の
約
１
７
０
万
円
が
計
上
。

令
和
４
年
度
当
初
予
算
中
、
大
洋
小
学
校
人

道
橋
代
替
策
の
公
用
バ
ス
送
迎
に
関
す
る
予

算
を
削
除
し
た
修
正
動
議
を
可
決
。

·人道橋建設の今後の計画が市長から明確に示されていない。
·人道橋を建設せずに既存跨線橋の時間帯通行規制、一方通行、自転車歩行者専用道路の指定など対策
を図ることで問題が解決できるのではないか。
·児童の保護者が立哨すべきではないのか。大洋小学校だけ警備員を配置するのは不公平ではないか。

■大洋小学校通学路安全対策に関する主な意見

■大洋小学校通学路安全対策に関する経費を削除した修正案提出

■大洋小学校通学路の安全対策のこれまでの経緯

その後の進捗状況
は P15 へ
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お
知
ら
せ　
　

大
洋
小
学
校
通
学
路
進
捗　

／　

映
像
配
信
に
つ
い
て　

／　

傍
聴
に
つ
い
て

議会映像配信をご利用ください

大洋小学校通学路の一部『自転車歩行者専用道路』へ 

 旭地区と大洋地区でも視聴ができます

○職員による検温にご協力ください。
○マスクを着用願います。
○咳エチケットを励行してください。
○手洗い・手指の消毒を徹底してください。
○熱がある場合や体調不良（だるい・咳が出るなど）の場
合は、傍聴参加を自粛願います。

○傍聴席は、間隔を空けて着席していただくことから、
座席数を制限させていただきます。

○「いばらきアマビエちゃん」「新型コロナウイルス接触
確認アプリ（略称：COCOA）の登録にご協力ください。

本会議　３月、 ６月、 ９月、 12月の４回開催
場　所　鉾田市議会議場（鉾田市役所３階）
開　会　午前10時
受　付　鉾田市役所３階　議会事務局前
　　　　　　　　　　　 〈事前の申込不要〉

コロナ禍における傍聴についてお願い

私語や拍手、高笑い禁止
議場内は静粛に

携帯の使用禁止
マナーモードに

議場内飲食禁止 庁舎内禁煙

視聴はこちら

ライブ中継を
ご覧いただく
際の注意

お 知 ら せ

議場内のルール厳守にご協力を

　本会議は、原則として鉾田市議会傍聴人受付簿に住所、氏名、年齢を記入していただけ
れば、誰でも傍聴することができます。（児童及び乳児は議長の許可による）
※万が一新型コロナウイルス感染症感染者が発生した場合に備え、現在は連絡先（電話番号）
の記入をお願いしています。
　傍聴をご希望の方は、傍聴を希望される当日に市役所3階の議会事務局までお越しくださ
い。ただし、座席制限のため入場をお断りすることがあります。密を避けるための対策で
すので、ご理解の程よろしくお願いいたします。　

　一般質問や採決などの本会議の様子は、 インターネットを使用したライブ中
継や録画配信を行っています。
　インターネット環境があればいつでもどこでも議会を視聴することができま
すので、 ぜひご活用ください。（録画配信は概ね１週間程度で反映されます）

　令和４年７月１３日に開催された全員協議会におい

て、 市長より大洋小学校通学路の人道橋建設は「白紙」

とし、 ９月１日より第７跨線橋を「自転車歩行者専用道

路」に指定すると報告を受けました。 

　詳細については、 今後広報ほこた等でのお知らせを

ご確認ください。　 

鉾田市議会では、 これからも児童生徒が利用する

通学路の安全対策を注視していきます。

　インターネット環境がない方は、 旭総合支所及び大洋公民館にてライブ中継の視聴が可能ですので、

ご活用ください。

　お近くにお住まいの方も立ち寄った際はぜひ！

大洋公民館旭総合支所

・鉾田市役所
  １階ロビー

・旭総合支所
  １階ロビー

・大洋公民館
  １階ロビー

議会傍聴希望の皆様へ

市内３箇所でライブ中継をご覧いただ
けます。

大
洋
小
学
校

つ
ば
さ
幼
稚
園

大
洗
鹿
島
線

国
道
51
号

至水戸

至鹿嶋

指定区間
（第7跨線橋）

自転車歩行者専用道路予定箇所 



議会を傍聴してみませんか!
次回の定例会は

99月月11日日㈭㈭〜〜
開会は午前10時です

事前の予約は不要ですので、市役所３階事務局前

にお越しいただき、傍聴の受付をしてください。

※日程は変更になる場合があります。

　６月８日に開催されました第２回定例

会をネット中継で傍聴させていただきま

した。

　今回は、コロナ禍での中小企業等の支

援策について真剣に議論されている様子

を拝見し、地域の経済団体である商工会

としても今後、行政機関となお一層の連

携強化を図り事業者への更なる支援に取

り組む必要性を痛感いたしました。

鉾田市商工会会長

荒野　吉生
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令和4年第3回定例会の予定

日 月 火 水 木 金 土

8/28 29 30 31 9/1

本会議
（開会）

2 3

4 5 6

一般質問

7

一般質問

8

一般質問

9 10

11 12 13

本会議

14

本会議

15 16

決算特別
委員会

17

18 19

敬老の日

20

決算特別
委員会

21

決算特別
委員会

22 23

秋分の日

24

25 26

決算特別
委員会

27 28

各常任
委員会

29 30

本会議
（閉会）

10/1

※日程は変更になる場合があります。

令和4年第2回定例会延べ傍聴者数 ３２名
議会映像配信視聴数 242アクセス
 （令和4年6月2日～令和4年7月7日）

編
集
委
員

委 員 長　井川　倫士

副委員長　鬼澤　治男

委　　員　入江　　晃　 水上　美智子

　　　　　亀山　　彰　 土子　勝也

掲載写真募集!!
あなたの写真を議会だよりに掲載してみませんか？
■写真のテーマ 『発見！魅力ある鉾田の風景』

（例 北浦などの水辺の風景、 花いっぱいな風景 など）

■申込方法

下記の必要事項を明記のうえ、 議会事務局まで画像

データ持参またはメール（gikai@city.hokota.lg.jp）で

お申し込みください。

・氏名 ・住所 ・電話番号 ・写真撮影場所（○○地区など）

・写真のタイトル（20字以内）

※団体名（○○クラブなど）も記載希望の方は、 そちら

も明記ください。

※掲載スペースの関係上写真は横向き。 メールでの

画像データはJPEG形式で６MB以内。

■注意事項

画像等の返却はできません。 また、 人物等を含む写真

の場合は肖像権の侵害等が生じないよう、 事前に被写

体の承諾を得たうえでお申し込みください。

お申込みは
　　　こちら ▶

傍 聴 者 の 声
インターネット配信を視聴して

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

　公職にあるものは、公職
選挙法により選挙区内の
住民にお金や物を贈った
りすることが禁止されて
います。
　市民の皆様にはご理解
をお願いします。

新盆等のご挨拶を
　自粛しております

※公職…国会議員、地方議会議員、都道府県知事、市町村長など


